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駅改良計画等を検討する際の重要な情報である駅構内のOD交

通量（どこからどこへ何人の旅客が移動しているか？）を、低コス

トで推計するシステムを開発しました。

研究の背景と目的

研究成果

駅構内における旅客のOD交通量は、駅改良計画を検討する際の重要な情報ですが、

これまでは、人手に頼る高コストな調査により推計されてきたため、限られた日の一

部の時間帯でしか推計することができませんでした．

防犯カメラ等を活用したOD交通

量推計システムを開発しました。

本システムでは、まず、AI（人工

知能）を用いた画像解析により特

定箇所の通過人数を自動的に計

測します。次に、計測した通過人

数をもとに、数理モデルによって

OD交通量を推計します。

本システムにより、従来の人手に

頼った調査手法に比べて約85%

のコストの削減が可能です。

駅の防犯カメラシステムの改修等

が不要なため、数多くの駅で導入

可能です。

OD交通量推計システムの概念図

駅の旅客流動調査への活用を進め

ます。

旅客流動のリアルタイムモニタリン

グが可能なシステムへの拡張を進め

ます。

今後の展開

駅構内のOD交通量推計システム

約85％減

不要 大幅減

従来手法 本システム

従来手法との調査コストの比較（試算)
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構造物技術研究部（建築）、情報通信技術研究部（画像解析）
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防犯カメラシステムへの接続
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OD交通量の推計精度の例
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相関係数 R=0.975

ホーム間乗換OD

乗降OD

ホーム間の乗換旅客が非常に多く、動線が複雑な駅

通過人数の計測精度の例


